
第２学年 算数科学習指導案 
 

日 時 令和５年 10月 26日(木) ６校時        
児 童 ２年１組 17名 
指導者 亀丸 香代 

 

１ 単元名   「九九をつくろう」（かけ算（２）【数と計算】 

 

２ 単元の目標 

(1) 乗法の意味に基づいて乗法九九を構成したり、その過程で乗法九九について成り立つ性質に着目

したりするなどして、乗法九九を身に付け、乗法の計算が確実にできる。  【知識及び技能】 

(2) 数量の関係に着目し、計算の意味や計算の仕方を考えたり計算に関して成り立つ性質を見いだし

たりしている。                          【思考・判断・表現】 

(3) 乗法について、数学的に表現・処理したことを振り返り、数理的な処理や、乗法九九について成

り立つ性質やきまりを用いることのよさに気づき、今後の生活や学習に活用しようとしている。 

                              【学びに向かう力・人間性】 

 

３ 単元について 

(1)児童の実態 

レディネステストの結果では、かけ算のもとになる５や 10のまとまりの意識、５とびや２とび

の数え方などは、それぞれ 90％近くの児童が理解できている。未習のかけ算については、50％程度

の正答率であった。既習の加法・減法とは異なるかけ算の仕組みを、しっかりと定着させたい。 

自分の考えを表現することについては、自分の考えをもっていても、書こうとする児童が少な

い。ペアと一緒に考え、お互いにもった考えを話し合うことを通して、自信をもって発言したり表

現したりすることができている。 

 

（2）系統性   

  第 1学年では、加法の意味について理解することや、その計算の仕方を考えることを学習してき

た。また、第 2学年では、数のまとまりに着目し、数を２ずつ、５ずつなどの同じ大きさの集まり

にまとめて数えることを学習してきている。 

  本単元では、乗法が用いられる実際の場面を通して、乗法の意味について理解できるようにす

る。また、この意味に基づいて乗法九九を構成したり、その過程で乗法九九について成り立つ性質

に着目したりするなどして、乗法九九を身に付け、1位数と 1位数との乗法の計算が確実にできる

ようにするとともに、計算を生活や学習に活用する態度を養うことをねらいとしている。 

 

（3）本単元の指導 

本単元で育てたい資質・能力は、６・７・８・９・１の段の九九を数量の関係に着目して構成す

る際、前単元で発見し活用してきた乗法に関する性質（乗数が１増えると積は被乗数分だけ増える

こと）やきまり（被乗数と乗数を入れ替えても積は変わらないことなど）を用いることによって、

児童が自ら構成の仕方を考え、説明する力を育成したり、乗法九九（６・７・８・９・１の段）を

確実に唱えたりすることができる力を育成する。また、第３学年の乗法の素地となる簡単な場合の

２位数と１位数の乗法を、乗法の性質やきまりをもとに考えたり、第５学年の乗法の意味の拡張の

考え方につながる基準量がかわると比較量が変わるということから、倍の意味理解を深めたりす

る。 

そこで指導に当たっては、前単元から学習している乗法の意味をしっかり定着させ、問題を解決

することができるようにする。また、同数累加によって九九を構成することだけでなく、交換法則

や分配法則などを用いて九九の構成を考えていくことができるようにしたい。 

 

 

 



(4) ユニバーサルデザインとの関わり 

   本単元は、かけ算の意味を理解し、乗法の性質を使って九九を構成することが大きな目標の一つ

である。【視覚化】としては、具体物や具体的な場面を提示しながら、問題解決に当たらせる。ま

た、【焦点化】としては、既習の乗法の性質を確認し、問題解決を進めていく。さらに【共有化】

としては、同数累加による九九の構成から、交換法則・分配法則を用いた九九の構成に思考段階が

上がるので、どの子も九九の性質を用いて九九の構成ができるように、構成する九九を限定するな

ど、指導を工夫していく。その際、ペアの相手の考えを代わって表現するなど、表現力の向上も図

りたい。 

 

４ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
① 交換法則など乗法に関して成

り立つ簡単な性質を、図を用
いて理解している。 

② 乗法九九について知り、1 位
数と 1位数との乗法の計算が
確実にできる。 

③ 簡単な場合について、2 位数
と 1位数との乗法の計算の仕
方を知っている。 

① 計算の仕方を振り返り、乗法
に関して成り立つ簡単な性質
を見いだしたり、それを基に
乗法を構成したりしている。 

② 日常生活の問題や算数の問題
を、乗法を活用して解決して
いる。 

③ 既習の乗法やその構成の方法
を基に、簡単な場合について、
2 位数と 1 位数との乗法の計
算の仕方を考えている。 

① 累加や乗法に関して成り立つ
簡単な性質を用いるなどし
て、乗法九九を構成しようと
している。 

② 簡単な場合について、2位数
と 1位数との乗法の計算の仕
方を発展的に考えようとして
いる。 

 

 

５ 指導と評価の計画（１７時間） 

時

間 
ねらい 

評価規準・評価方法 

知 思 態 

1 
6の段の九九の構成の仕方を理解する。  ・思① 

観察・ﾉｰﾄ 

・態① 

観察・ﾉｰﾄ 

2 
6の段の九九を確実に唱え、適用することができる。  ・思① 

観察・ﾉｰﾄ 

 

3 
6の段の九九を用いた問題解決をすることができる。 ○知② 

ﾉｰﾄ 

 

 

 

 

4 

 

7の段の九九の構成の仕方を理解する。   ・態① 

観察・ﾉｰﾄ 

5 
7の段の九九を確実に唱え、適用することができる。  

 

・思① 

観察・ﾉｰﾄ 

 

6 
7の段の九九を用いた問題解決をすることができる。 ○知② 

ﾉｰﾄ 

  

7 
8の段の九九の構成の仕方を考え、説明することができ

る。 

 ・思① 

観察・ﾉｰﾄ 
 

8 
8の段の九九を確実に唱え、適用することができる。 ○知② 

観察・ﾉｰﾄ 

  

9 
9の段の九九の構成の仕方を考え、説明することができ

る。 

 ・思① 

観察・ﾉｰﾄ 

 

10 
9の段の九九の構成の仕方を考え、説明することができ

る。 

○知② 

観察・ﾉｰﾄ 

  

11 
1の段の九九を構成し、乗法の意味の理解を確実にす

る。 

○知① 

観察・ﾉｰﾄ 

  

12 
九九表からきまりを見つける活動を通して、乗数と積の

関係や、乗法の交換法則についての理解を深める。 

  ・態① 

観察・ﾉｰﾄ 



13 
乗法の性質やきまりを用いて、簡単な場合の 2位数と 1

位数の乗法の答えの求め方を考え、説明することができる。 

・知③ 

観察・ﾉｰﾄ 

・思③ 

観察・ﾉｰﾄ 

・態② 

観察・ﾉｰﾄ 

14 
２ｃｍの 3倍の長さを求めたり、図を見て基準量の何倍

かを考えたりし、「倍」についての理解を深める。 

 ・思① 

観察・ﾉｰﾄ 

 

15 

本 

時 

数のまとまりに着目し、数の求め方を図や式で表現した

り伝え合ったりする活動を通して、乗法を活用し、工夫

して問題を解決することができる。 

 〇思② 

観察・ﾉｰﾄ 

 

16 
学習内容の定着を確認するとともに、数学的な見方・考

え方を振り返り価値づける。 

○知①② 

観察・ﾉｰﾄ 

  

17 
 〇思② 

観察・ﾉｰﾄ 

〇態① 

ﾉｰﾄ 

 

６ 本時の指導（15／17時目） 

（１） 本時の目標 

数のまとまりに着目し、数の求め方を図や式で表現したり伝え合ったりする活動を通して、乗法

を活用し、工夫して問題を解決することができる。 

（２） 評価規準 
日常生活の問題や算数の問題を、乗法を活用して解決し、図や式を用いて説明している。 

                                 【思考・判断・表現】 

 

（３） 展開案 
学
習
過
程 

学習活動と内容 

◎キーワード 

期待する児童の姿 

（囲みは評価基準） 

指導のための工夫 

（☆はＵＤとの関わり） 

問
題 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ポ
イ
ン
ト 
 
 
 
 
 
課
題 
 
 
 
 
 

１ 問題を把握し、答えを出す。 

  
・●は何こあるか考える。 
・どうやって考えたか、話し合う。 
・●を分けて、何のいくつ分と考えれ
ば、かけ算の式で表すことができる
ことを確認する。 

  ３×２＝ ６ 
  ６×３＝１８ 
  ６＋１８＝２４ 
       答え ２４こ 
 
２ 課題を設定する。 
 
 
 
・他の分け方や動かし方、見方を出し
合い、解決方法の見通しをもつ。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・24個です。 
・上の段が３の２つ分で６個
で、下の段が６の３個分で
18個、６と 18を合わせて
24個です。 

・他の求め方もできます。 
 
 
 
 
 
 
・縦にも分けられます。 
・出ているところを動かしま
す。（※１） 

・箱全体の数から、ないとこ
ろを引きます。（※２） 

☆問題の後に、ドット図を
提示する。 【視覚化】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・答えを出した考え方を式
に表す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・※１、２の考えが出ない
場合は、深追いしない。 

●の数をかけ算でもとめる方ほ
うを考えよう。 

 はこの中のチョコレートは、ぜ

んぶで何こありますか。 

   ● ● ● 

   ● ● ● 

● ● ● ● ● ● 

● ● ● ● ● ● 

● ● ● ● ● ● 

 



チ
ャ
レ
ン
ジ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
適
用
問
題 
 
 
 
 
 
 
 
ま
と
め 
 
 
 
振
り
返
り 

３ 問題を解決する。 
(1) 自力解決 
・自分の考えを、図と式で表す。 
 
(2) 学び合い 
・自分の考えを、ペアの子と交流する
し、友だちの求め方を知る。 

 
・教師が指名したペアが、全体の前で
発表する。自分やペアの子の求め方
と違うところはどこか、考えながら
聞く。 

 
・図や式だけを見て、どんな考え方な
のか説明させる。 

 
 
 
 
 
 
 
４ 適用問題 
・①の問題に取り組む。 
   
 
 
 
 
 
 
 
５ 学習をまとめる。 
 
 
 
 
 
６ 学習を振り返る。 
 ・分かったこと 
 ・もっとやってみたいこと 
 

  ● ●   

  ● ●   

  ● ●   

● ● ● ● ● ● 

● ● ● ● ● ● 

 
 
 
 
 
【分ける】 
  ３×５＝１５ 
  ３×３＝ ９ 
  １５＋９＝２４ 
 
（ ３×８＝２４ ） 
 
【うごかす】 
 （この３つをうごかして） 
  ６×４＝２４ 
 
【ひく】 
  ６×５＝３０ 
  ３×２＝ ６ 
  ３０－６＝２４ 
 
 
 
 
 

 例 
  ６×２＝１２ 
  ２×３＝ ６
  １２＋６＝１８ 
     答え １８こ 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
☆出てきた考えを類別する
ために、【分ける】【うご
かす】【ひく】などのキ
ーワードでまとめる。 

【焦点化】 
 

☆３つの求め方に関わって
考えた児童を指名し、テ
レビに映して説明させ
る。    【共有化】 

 
・３つの求め方が出てこな
かった時は、教師から図
または式を提示し、求め
方を全体で解釈し合う。 

 
 
 
・指名した一人の考えを取
り上げて説明させる。 

 
 
 
 
 
 
 
・板書に沿って学習したこ
とを整理し、はたらかせ
た数学的な見方・考え方
を確認する。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●の数は、同じ数のまとまりにちゅう目すれば、かけ算を
つかってもとめることができる。 



（４）板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


